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シイタケ残連の給与が産卵鶏の卵貿および

血液成分におよぼす影響
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E'･:J卵硯の哨なけ l･.についてはこの4
 3
11_) l生ではB!をヘパ リン ･カル シrl/ム11;■一lで. カル シ ウム を 7q王はな

OCPCi.'で.マ グネシウムをキシリジル ･ブルー かったj1L

は■で, それ ぞJLの漉比 を測Iiiした.測定 に はj との問にはイJ任J一EIJLiA.. 
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シイタケ飼料と産卵率および卵賞 
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シイタケ飼料と産卵鶏の体重,飼料摂取量お

よび軟水霊
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2
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5
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%も減少 し./.はイ.･･であ 卵)'･HFもシイタケ1
I:: J:: lk''

P〈O0 

iL.%糾料で約 5%稚 くイT.lな結

.この結-#･は卵並へ影称 してには 413A左はな-:: 紫 を待きた 
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l;l-f 与川丈;ll･とのr別系を検潮される.別 4.='

J,

2

)

9

Lp-
)5
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(

%飼料では約 1%の低下がみられ.有意であった 

P<00 . 

TGおよび β lb使においでもシイタケ1%糾

料で,それぞれ %0帆 イ 

.別科桝 rl;)5002.= 竹壬I:のぶ

が少ないので,別の.A囚の .;;Zl ･y幣が小唆 された.シイ

lタケ郷 かlの成/lについて允'.'J J J検 .トfする必･炎があ 312)?I. %.約2 ~下が ,iJめられ-L.

50.る .･ti. (p<0 )であった. 

:はともに別料r'JJ :-.の)1別..ハウユニットについては.シイタケ別科と).IH!! Gと MfIlT{'li Iはなく.シイタ

10.2

i

0.


Ca


とのrHH:は);は:Jめられなかった (･ )


r {


半L l :･ a. _ ケ城ilTO);;'ZTJ::tは少ない毒.J,Aさを子Ifl=. 

h1-

P<0 5.1%飼料 ;P<0 )に低 ドした

JjJ'.'Iの色 .Y. 淵ではシイタケ糾利は色朋 を沸 くした, 351-度はシイタケ柁iIの呆ijでイ rf l′- 日 8%糾+l; 

さ･

ILが, シイタケ柁ホ■い 
/lしていないことによるものである. しか し,′Jl

:†は榊 LIJilr色色滋がほとんどイ 血 

j

I

k川. 
LLCai

%別れであっても'

L二は乍 くF"J ■リ5. であった. 小 Caとl.,也のないil1:の桁散り

h-3促 と卵殻J.･'''との 川 には If:.の 榊 J対 (y= 

2れた色,･指故ではシイタケ 1J1 50.)があ り. /l:T~･F(P<0 LI(

l'I ) 梯めて小が

ともいわれるので.さい ''

JJ

シイタケ梢柿の特什LIよ-

)であったが. 1

以 F'のあiリ･ J勃な代. ー'lを綜介 して.シイタケ柁沖のイ̀

3701,

'Lri(.l-JJI L' 災iとの刷 l --r =y 8000.

J%の rlu IFにあると肌 llされる.2附 子での1114糾 ま8%と1 るものかどうかを検 i..する必紫がある.F

4.シイタケ飼料と産卵鶏の血液成分

ほとんど知られていないキ /コ飼料の給 'j･による 

以上の毒.,X･ 作t から.シイタケ柁i- n.の一･部代作毒LJに

漉IlL任は'ナの 度を帆T させたrl Jよって妬卵塊の ]'lの.'

3i.1さ JJへの L:酢の血推成/L 幣 と. 

川 

f･L)lr.k

Iの｣臥'i･?とを知ることを I

LlC ,L･二おける卵成 'J Jl'J｣.)I は.シイタケ柁irに丹まれる捌繊維や棚JJ4J 二I. ('I!

係わる血油成 'J J'としてrt= もとづ (ものか.その他の成分によるものかは明ら

としで脂FJやコレステロ-ル -なった本淡紫では.id. ul かにできなかった. また,血液 ll~のコレステロール

lこつ いて.胡ペ fJ. その射 りtを T LIbl; ･A に. T- や脂肋丹 I::L ,の帆 下が卵中のコレステロールや脂肪(T 

mla.L Gp.hco.
-
hco.HDL TC.β- Mgおよび C のそ :ほ

れぞれの Tii比fIllを示 した. X.二ついては llY, J 炎である.( ･.:の純H が必■

低減せ しめるとの Jli盛があるが. t!l その11減効 

2heo

)Nl:...

2

T･ 破船 二ついては.シイタケ 1

4%も帆 I卜し.J 

この皐 は.シイタケ飼料小の繊維がコレステロー

%別科ではk:JJ 

0.七･:(P<0-J. 日 なイはい仰rを′Jl･した. シイタケ純綿の F'

TF

iJn料化によって. r 

の仏滅と帖 似戊'Jl.とくにJJL

't)･･卵 jlru別事H'i

'''iの改 作が･r り能である

ことがIyJちかとな -)たが.シイタケ経机の適了F.な代 

L:.イタケ梢姉.'F'にコレステロ-ル/卜戒 を抑える成分の ll-･( .. n1:こついては,本一A喉か ら卵 ･ ･ll

2

刺)i

らして 8%と】%の I"H あると' =-

EJ,:')および 

hco
-


'･. こ1(ll=が′)唆 された. 

HDL 液性においてもシイタケ別科で低下 し. 

rCa漬性の緋耳目二Tlt

抑Ir.されたl11
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まf= 上腕は岬純にシイタケ蝿iITのみの利川に.本` _ .

ついてpqべたが.シイタケ別科としての妙 子く的な利
川のためには.帆いai'Ji'TI_ そのためのllFlJ::の此沖.

礼 足.また也.J維持のためのI色剤や恥'L1-'' lり[.4 i llI,.のI' ･ 

のための Caの添加などが研究Hrtt皿となろう. 

Ⅳ 要 約

キノコ和紙の避親別科化を図るため,26迎論;;のdT._'

卵 劫 (RR系)を川い. lJ販の成 )J川 nlナL料にI r' 'L L(ill

シイタケタ娃hを 8%と12%代作した別れを拾'i' JL.

卵J'に加えてとくに/ 1されていなii トまでほとんど検..

かった血液成'Jへの訪幣について. l; ･･'L I'-ナ 三 I批i11Jの?...X

と比較 して,.凋べた,

供,' ( 2 の 船成 J兆したシイタケ別科 8%とJ%) ･ 'I

は. 11lJ糾料と比+i' i'll'r KJl lすると,机d hii ･ l-と机肺肌の ' 

r,Il: l 繊維と糾J JJ(｢lJ '.す.:がt ^' , =;; t(.判L ･ :: ,んでいること

がわかった.

体･T.. ') i)められ.f.11 3JliIは_は減少する他日･が .L. I･料Tl･::

倣iI .8%代作では rri LJm とあ まり''仁はなかつたが, 

12 J.I .5 i%代作ではイIT:(p<0O)に減I;した.飲 水
 

[::. tT'"
は逆にJ,.))した. 

)･'1 I' Eらない1い､ 一l-.6印字はTJ販別科に' ■成緋が千,･ら九,

別科効!1三 ･.:･の.■1ではむしろ俊れているようであった.

卵･r'は 1%代作でイ'1iif .5 I-1･. 2 J: 0 ..-. P<0 )に小 さいi斗 
を子iた.卵7,l,: ･L iii(なった.ハウユ二･･き 'lllJ)もli様で l /ト

には,I'はなく.卵 JY'の也,削まiiJ'''月. J 'からみ.::: i . L の順l I.- ■t H

' 1で/モくFH也はないと!hれる,て.'h川 I. ( .L 上1.

血液成'JJについては .TICo Co TC.L h,HDLIh.

および β-! 空は I一 ･･ ナよりも帆L)の行波J h販&榊 の場(

い仙が亨! 2 J.Y-.T::(きられ, とくに 1%代作ではイ L,･一3/ P< 

0.日 が.Jめられ.給体 r'J ''の純減効Xが.Jめ0 LL. l･に肘iE - a.

蔽蚊 もイi:( 5 iられた. Ca Jl･- P<O.0)に減少 し/. 

Gや ト1gの蔽雌はほとんどJP変化はなかった.

シイタケ夕立hの代作平は 8%とL%のrりi. 2 Tにその避

止Iilが/∫:l:. _t: Jすることが推測された.
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